
令和７年度 江田島市立大柿中学校生徒指導規程 

大柿中学校生徒指導部 

第１章 総則 

第１条（目的） 

本規程は、本校の学校教育目標である「『誠』を校訓として、人間性豊かなたくましい生徒の育成」を実

現するためのものであり、大柿中学校の生徒である自覚と誇りをもって、すべての生徒が安心・安全で、自

主的、自律的に充実した学校生活を送るという観点から定めるものである。 

 

第２章 学校生活に関すること 

第２条（登下校） 

１ 登校 

（１）始業は８時２０分とする。８時１５分までに教室に入っておく。 

（２）欠席、遅刻、早退の時は家族の人を通して８時００分までに連絡を届けるようにする。 

 

２ 下校 

（１）下校時刻は以下の通りとする。 

完全下校時刻 

３月～10月新人戦･･･18時 00分、10月新人戦～１月・２月･･･17時 30分、12月･･･17時 15分 

（２）下校の際は、校門で話したり、途中で寄り道をしたりすることなく、速やかに帰宅する。 

 

３ 登下校時の安全への留意事項 

（１）登下校は通学路を通り、交通ルールを守る。 

（２）自転車通学者はヘルメットを着用し、あごひもを締める。 

（３）正門前までヘルメットはかぶり、校内に入ってから脱ぐ。 

正門の前で自転車を降りて、後方の安全を確認してから渡る。 

校内では、自転車は押して移動する。 

（４）自転車通学違反があった場合、１回目は本人指導、２回目は保護者連絡、３回目は１週間の自転車通

学禁止とする。尚、自転車通学者以外の生徒が途中まで自転車に乗ってきたことが分かった場合も、

「自転車乗車違反」とし、指導する。 

 

第３条（服装等） 

１ 制服 

以下の通り、制服を正しく着用する。 

（１）冬服 

学校指定の上衣、ズボン、スカート、長袖カッターシャツ 

 

（２）夏服  

学校指定の白色開襟シャツ、ズボン、スカート 

 

（３）合服 

   学校指定の長袖カッターシャツ、ズボン、スカート 

 

（４）ネーム 

冬服・夏服・合服のいずれの場合もネームを左胸につける。紛失した場合は職員室にて購入する。忘

れた場合は、担任（学年教職員）に伝え、予備ネームを借りる。予備ネームは、その日のうちに返却

する。 

 



（５）その他 

ズボンのベルトは黒・紺とする。スカートはヒザの骨（膝蓋骨）が隠れるようにする。衣替えは自分

で判断して行うこととするが、式典の際は制服の上衣を必ず着用する。 

 

２ 制服以外 

（１）靴下は白で無地のもの（ワンポイント可）とする。靴下の長さは半分で 

   折った時にかかとが中間の折り目になる程度とし、極端に短いもの（く 

るぶしが出る丈）は不可とする。また、部活動で使用するものは、部活 

動で指定されたものとする。 

（２）運動靴は白色でひも付きのものとする。ハイカット・ライン・色つき・ 

マジックテープ仕様は不可とする。 

（３）学生鞄は本校指定の通学バックとする。通学バックには装飾品（キーホルダーやぬいぐるみ）をつけ

ない。また、サブバッグを使用する場合は、紙袋不可とする。 

（４）カッターシャツの下に着るものは、白・黒・紺・グレー・ベージュのいずれかで無地のもの、もしく

は体操服とする。ただし、カッターシャツの襟元や袖から下着を出さないようにする。 

 

３ 頭髪 

清潔かつ自然な髪型や長さとし、以下の点に注意して頭髪を整える。 

（１）前髪は、目にかかれば切る。 

（２）耳がかくれないようにする。 

（３）後ろ髪は、上着の肩にかからないようにする。それ以上長くなる場合は 

耳（基準線は耳の穴）より下でゴム（黒・紺）でくくるようにする。 

（４）故意に不自然なくせをつけたり、染色や脱色をしたりしない。 

（５）極端な刈り上げや極端な段差をつけない。 

尚、頭髪で指導された場合はすぐに直すこと。 

 

４ 防寒具 

（１）制服（上衣）の下にセーターまたはベストを着用できる。色は黒・紺・グレーのいずれかで無地のも

のとする。ただし、上衣の袖口、裾から出ないようにする。校内ではセーターまたはベストのみの生

活はしない。 

（２）防寒として、制服の下にタイツを履くことができる。色は黒・ベージュのいずれかで無地のものとす

る。 

（３）登下校時に学校指定のウィンドブレーカー（上下）を着用できる。また、授業中も防寒として学校指

定の制服の上にウィンドブレーカー（上）を着用できる。 

（４）登下校時に手袋及びネックウォーマー・マフラーを着用できる。色は白・黒・紺・グレーで無地を基

調とするものとする。 

 

第４条（所持品） 

１ 学習、部活動に不要なものや、必要以上のお金は持参しない。不要物を発見した場合は没収し、保護者

に返却する。 

２ 携帯電話の校内への持ち込み・使用は一切禁止する。 

※特別な事情がある場合は「大柿中学校生徒指導規程に係る申請書」を提出し、許可を得る。 

※特別な事情があり許可された場合は、登校時に職員室に預け、下校時に受け取る。 

※家庭と連絡を取る場合は、教員の許可を得た場所で携帯電話を使用して連絡を取ることとし、その他

の場所での使用は一切禁止する。 

※無断で持ち込んだ場合は職員室で預かり、保護者に来校してもらい返却する。 

３ 汗対策として、制汗剤や汗ふき用のペーパータオルを使用できる。ただし、無香料のものとする。 

４ 唇の乾燥防止のため、リップクリームを使用できる。ただし、無香料・無着色のものとする。 

５ 水分補給用として、お茶またはスポーツドリンクを持参することができる。ペットボトルでの持参も認

めるが、水滴が垂れる場合は、カバーやタオルで覆う。 

かかとで折った状態 



第５条（校内での生活） 

１ 授業 

（１）学習道具はチャイムが鳴る前までに必ず机の上に出しておく。 

（２）チャイムが鳴るまでに着席し、鳴り始めたら瞑目をする。遅れた場合は理由を報告する。 

 

２ 休憩時間 

他学年の教室には行かない。必要がある場合は先生の許可を得て入室する。 

 

３ 給食 

給食当番はエプロン・帽子・マスクを必ず着用して行う。エプロンは当番が洗濯して交代で使用する。 

 

４ 環境美化、掃除 

（１）学校のものは大切に使用する。 

（２）掃除場所に時間までに移動して全員が集合し、あいさつをして始める。終了時も同様とする。 

 

５ 保健室の利用 

（１）授業中の保健室の利用は、必ず先生の許可を得る。 

（２）保健室での休養は、原則として１時間までとする。１時間休んで授業に出られない場合は保護者に連

絡し早退して、家庭で休養する。 

 

６ 礼儀 

（１）登下校中や校内で、明るくあいさつをする。 

（２）言葉遣いは、正しく丁寧にする。（目上の人には敬語や丁寧な言葉を使うようにする。） 

（３）職員室に出入りするときは、《ノックを３回する》「失礼します」「○年○組の○○です。～をしにき

ました。～先生いらっしゃいますか？」「失礼しました」と大きな声で言う。先生の指示は職員室の入

口で聞く。 

 

第６条（部活動） 

（１）部活動に所属している生徒は、活動日に活動することを原則とする。なお、平日１日、休日１日は部

活動休養日を設定する。 

（２）部活動は３年間やり通すこと。やむを得ず、部活動を変更する場合は、担任・顧問・保護者の承認の

もとに変更することができる。 

（３）活動終了後は、すみやかに後片付け、更衣を行い、下校時刻を守る。 

（４）期末試験・学年末試験前７日間（１週間）は部活動を停止する。尚、停止期間は休日・祝日も含める。 

（５）練習着については、部活動で指定されたものとする。 

（６）部活動引退後は原則参加できない。ただし、進学後も部活動を継続する意志が明確かつ進路先が決定

（内定）した者で、部活動参加許可願を提出し、校長の許可を受けた者は参加できることとする。 

 

第３章 校外生活に関すること 

第７条（校外での生活） 

１ 交通ルールを守り、安全に気をつけること。 

２ 生徒だけでカラオケやゲームセンター等へ立ち寄らないこと。 

３ 夜間外出・外泊はしないこと。（保護者の責任において監督･保護のもと行われるものは対象外とする。） 

４ 友達同士で物品の交換、売買及び金銭の貸し借りはしないこと。 

 

 

 

 



第４章 特別な指導に関すること 

 法規法令違反・犯罪行為、本校の生徒指導規程違反があり、教育上必要があると判断した場合、保護者・

学校等の協力の下、その生徒に対して、自らの行動を振り返らせ、再発防止・生活改善に向けて必要な資質

や能力を育成するために特別な指導を実施する。 

 

第８条（特別な指導の対象となる問題行動） 

（１）交通違反       （２）怠学      （３）窃盗・万引き     （４）占有離脱物横領 

（５）不良交友       （６）喫煙      （７）金品持出       （８）家出 

（９）暴力行為       （10）金品強要    （11）性に関する問題行動  （12）薬物乱用 

（13）飲酒             （14）いじめ     （15）不健全娯楽      （16）定期券等不正使用 

（17）携帯電話に関するもの（18）その他学校が教育上指導を必要とすると判断した行為 

 

第９条（特別な指導の内容） 

特別な指導は、次のとおり実施する。 

（１）説諭または反省指導によって実施する。 

（２）反省指導は、別室で行う別室反省と通常の学校生活(授業等)で行う授業反省の２段階とする。 

（３）反省指導（別室反省または、授業反省）中に欠席した場合は、あらかじめ定めた期間の後に、欠席し

た日数分を実施する。 

（４）反省指導の期間は、問題行動の程度や繰り返し等によって、その都度協議して決定する。 

 

第 10条（その他） 

（１）出席停止について 

   江田島市教育委員会は、学校教育法（第３５条）により、次に掲げる行為の１つ又は２つ以上を繰り

返し行う等性行不良であって他の生徒の教育に妨げがあると認められる場合には、保護者に対して生

徒の出席停止を命じる場合がある。なお、その場合はあらかじめ保護者の意見を聴取するとともに、

理由及び期間を記載した文書を交付する。 

①他の生徒に傷害、心身の苦痛または財産上の損失を与える行為 

②職員に傷害または心身の苦痛を与える行為 

③施設または設備を損壊する行為 

④授業その他の教育活動の実施を妨げる行為 

 

（２）関係機関（警察）との連携について 

第８条に係る法規法令に違反する行為については、「児童生徒の健全育成に係る江田島市教育委員会

と江田島警察署との相互連絡制度に関する協定書（平成 28年２月 10日）」に基づき、江田島市教育

委員会との協議の上、江田島警察署との連携を図る。 

 

第 11条（規定の周知） 

生徒を対象とする全校集会、保護者を対象とする入学説明会、ＰＴＡ総会、懇談会等を通して、直接説明

を行う。また、本校ホームページでの公開を通して、保護者への周知徹底を図る。（規定の施行）この規

定は、令和７年４月１日より施行する。 

 

 

 

 

 

 


